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エピソード１「きっかけ」    

看護師だった母の影響でしょうか、高校時代に授業で「マザーテレサみたいな人に

なりたい」と伝えた記憶があります。でも勉強嫌いだった私は進学時に「試験がない

(推薦)学校」＋「人(自分)のためになる学び」と、まぁ自分都合の良い学校を選びま

した。それが 35 年ほど前になる介護福祉への緩やかな出発点でした。 

 

エピソード２「待望の特養へ就職」 

卒業後、学生時代に実習をした地元の特養で私を気に入ってくれていたおじいさまから職員の

公募前に「仁美ちゃん、〇〇さんが定年退職するので空きが出るからおいで、待ってるからね」

と手紙をくれ (笑)無事入職し、100 人の入所者様のお世話に奮闘。その時のエピソードを二つ

ご紹介。 

Ep.1 夜勤時に火災報知器のベルが鳴り響く。報知器近くにいたおばあさま

に「どうして押したの」と聞くと報知器を指さし「ここに『強く押す』って

書いてあるから」と。 

Ep.2 火災訓練時に「火事だー、逃げますよ！」の声掛けに「どうせ、死ん

だら焼くんだからいいんだ」と冷静に言われた。などなど×∞のエピソード

がありました。 

そんな中、私は 28 歳で結婚しこの特養では初めて産休・育休・職場復帰をした職員でした。

それは、次につながる若い世代へ結婚・出産しても介護のお仕事を続けられること、お年寄りに

は妊婦さんのおなかを無条件に触れるとか、赤ちゃん・子供と触れ合うという「日常」を少しで

もお渡ししたかった思いがありました。 

 

 エピソード３「新たな挑戦」 

2006 年、地域密着型のサービスが導入され、住み慣れた地域で暮らす方への支援、少人数との

関わりができることに惹かれ 16 年ほど勤めた特養を退職。現在の会社へ入職。高齢者 GH、小規
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今月は…    

一般社団法人北海道介護福祉士会 副会長 打田 仁美 氏 

（株式会社いちい 代表取締役） 

 

 

 



【施設の紹介】 株式会社いちい 

 

高齢者事業(認知症対応型居宅介護、認知症対応型通所介護、短時間ディサービス、定期随時

訪問サービス、有料老人ホーム) 

・㈱エムリンク(兼務) 高齢者、障がい者事業。 

・https://e-mlink.co.jp/ 

・法人理念「福祉の充実と向上」 

・行動指針「ALOHA の精神」A～優しさ、L～調和、O～思いやり、H～謙虚、A～忍耐 

 

 

 

 

 

模多機能型居宅介護事業所の管理者と後にケアマネも従事。また、障がい者相談支援専門員を兼務

しとても充実しておりました。 

大きなトピックスは JICA の活動で弊社の企画が採択され、2 年間に渡りモンゴル国へ日本式地域

包括ケアシステム導入に向けた基礎調査に関わったことです。施設の視察や研修開催、二国間交流

実習などでした。高齢者・障がい者が暮らすセンターへ伺った時、目の当たりにした光景は私が入

職したときの特養の様子と似ていたことに衝撃を受けました。一つだけ挙げると、今では禁止行為

ですが、車いすの方が手すりに手を縛られていました。でもこれは「禁止行為ということを知らな

い」、学ぶ機会が不足しているのであって安易に非難できない。良いとは思わないがこうするしか

ないと思っていた昔の自分と重なりました。 

その後、交流をしながら一年後に再訪すると、車いすの方がホールで手にリボ

ンのようなものを持ち自由に動かし、皆さんとレクリエーションをされていた

光景には感激しました。今までの学びや知識を身近な方にはもちろんですが、

モンゴル国民の方にお伝えすることで世界においても介護の質の不平等さをな

くしていくことは重要だと、この事業に関わり介護福祉のお仕事は豊かになり

ました。 

 

エピソード４「脈々とつづく想い」 

そして今。特養時代のお年寄りが私のおなかを触わり生まれた子は大きくな

り、身近な GH で従事。産休・育休・職場復帰をし子連れで出勤。GH のおば

あさまは「昔取った杵柄」。赤ちゃんのお世話にいきいきとしております。そ

う考えると、「福祉」=「幸せになること」が脈々と続いており、私の「福祉の

おしごと」は生まれてから現在までの全てかもしれません。目指す?福祉界の

マザーテレサ。 

 

 読者へのメッセージ 

私たちがここに在るのは、目の前の方々のお陰です。大変なことも多いですが、そういう時こ

そ「大きく変わる」時なのです。乗り越えて周りに感謝し、また進む。「恩返しと恩送り」を心に

留め置きにっこり笑って自分をほめましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

「ふくし・かいご通信」をお読みいただきありがとうございます。 

皆さまからのたくさんのご感想ありがとうございます！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道福祉人材センターでは、福祉職場への就職に関する相談を随時受付

けております。お気軽にお問合せください。 
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